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平成22年７月末現在（　）内は前月比

人　口	 33,421人	（＋23） 15歳未満	 5,407人	（ー７）

65歳以上	 5,486人	（＋14）

平均年齢	 40.97歳

　男	 16,092人	（＋12）

　女	 17,329人	（＋11）

世帯数	 12,266戸	（＋14）
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今月の税金と保険料の納付のお知らせ
　８月は、町県民税（２期）・国民健康保険税（３期）・介護保険料（３期）・後期高齢
者医療保険料（１期）の納付月です。
　普通徴収の方の納期限は、８月25日です。後期高齢者医療保険料は８月31日です。
　納め忘れのないように注意しましょう。
　口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。
　特別徴収の方は、８月受給の年金から天引きされます。

問  税金は税務課（☎ ６３７・３１１７～３１１８）
　　保険料は健康推進課（☎ ６３７・３１１５）

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
町
税
は
、
町
の
貴
重
な
財
原
と
し

て
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
や
事
業
に
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
税
収
入
と
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
し
、
徴
収
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
９
月
か
ら
11
月
の
３
か
月
間
を「
滞

納
整
理
強
化
期
間
」と
し
て
、
よ
り
一
層

の
徴
収
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

期
間　

９
月
１
日
～
11
月
30
日

内
容　

１
．
滞
納
町
税
納
付
の
推
進

２
．
納
付
に
進
展
が
な
く
、
誠
意

の
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

幅
広
い
財
産（
預
貯
金
、
給

与
、
生
命
保
険
、
不
動
産
等
）

の
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
。

問 

税
務
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
７
～
３
１
１
８
）

９
月
か
ら
11
月
は
、
町
税
の

「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」で
す
。

日　

時　

９
月
20
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　

所　

町
民
体
育
館

対
象
者　

平
成
22
年
９
月
20
日
現
在

75
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

内　

容　

９
時
30
分
か
ら　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

　
　
　
　

10
時
か
ら　

式
典

問 

福
祉
課 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

敬
老
の
つ
ど
い

　

毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

と
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
の
提

出
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
け
れ
ば
、
８
月
以
降
の
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

提
出
日

　

８
月
18
日（
水
）・
19
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場　

所

　

役
場
１
階 

住
民
相
談
室（
福
祉
課
）

持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
証
書

・
世
帯
全
員
の
住
民
票（
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
の
み
必
要
で
す
）

・
そ
の
他
添
付
書
類

児
童
扶
養
手
当

 

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　

手
当
の
支
給
は
児
童
が
18
歳
に
達
し
た

年
度
末（
３
月
31
日
）ま
で
で
す
。た
だ
し
、

老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
国
民
年
金
・
恩
給
・

厚
生
年
金
等
の
公
的
年
金
が
受
け
ら
れ
る

方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

 

  

精
神
ま
た
は
心
身
に
常
に
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
、
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

  

た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
場
合
や
、
障
害
を
原
因
と
す
る

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

ど
ち
ら
の
手
当
も
所
得
制
限
等
の
支
給
要

件
が
あ
り
ま
す
が
、
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
父
子
家
庭
に
対
す
る

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
～

　

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
の
皆

さ
ん
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
役

場
へ
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
の
お
知
ら
せ

等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
へ
送
付
し
ま
せ
ん

の
で
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
受
給
資
格
者
と
該
当
す
る
子
ど

も
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
等
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

～
現
況
届
と
所
得
状
況
届
は
お
早
め
に
～

　
平
成
22
年
度「
藍
住
町
敬
老
の
つ
ど
い
」を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。
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国勢調査は みんなで描く
日本の自画像

（平成22年国勢調査　標語）

10月１日、国勢調査を実施します！
我が国が本格的な人口減少社会となって
実施する初めての重要な調査です。

平成22年10月1日

　

私
有
地
内
の
下
水
道

排
水
設
備
工
事
は
専
門

的
知
識
を
要
し
ま
す
の

で
、
町
で
は
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
責
任
技
術
者
の
配

置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
責
任
技
術
者
試
験
は
、
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
験
を
希

望
さ
れ
る
方
は
所
定
の
手
続
き
を
お
取
り

く
だ
さ
い
。

① 

受
験
申
込
受
付
期
間

　
　

９
月
１
日（
水
）～
10
月
１
日（
金
）

② 

受
験
講
習
会

　
　

11
月
８
日（
月
） 

午
後
１
時
40
分
か
ら

③ 

試
験

　
　

11
月
15
日（
月
） 

午
後
１
時
40
分
か
ら

④ 

講
習
・
試
験
会
場

　
　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

問 

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
５
・
３
９
９
１
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
者
技
術
者
試
験
の
実
施

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

本
年
度
、
県
近
代
和
風
建
築
の
総
合
的
な

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
対
象
の
物
件
は
開

国（
１
８
５
４
年
）か
ら
終
戦（
１
９
４
５
年
）

ま
で
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
・
公
共
施
設
・
商

業
施
設
、
宗
教
建
築
な
ど
の
建
造
物
で
す
。

　

９
月
か
ら
１
月
ま
で
調
査
員（
建
築
士
）が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
で
近
代
和
風
建
築
の

所
在
な
ど
の
情
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
名　

徳
島
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査

調
査
内
容　

近
代
和
風
建
築
該
当
物
件
の
基

礎
調
査

調
査
方
法　

調
査
員（
建
築
士
）が
お
伺
い

し
、
外
観
写
真
撮
影
、
簡
易
な

平
面
図
の
作
成
築
年
代
、
構
造

形
式
、
由
来
な
ど
の
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間　

平
成
22
年
９
月～

平
成
23
年
１
月

実
施
主
体　

県
教
育
委
員
会

情
報
提
供
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

担
当　

重
見

（
☎ 

６
３
７
・
３
１
２
８

FAX ６
３
７
・
３
１
５
３

）

県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
の
実
施総務省統計局･徳島県･藍住町

2010

ハ
〜
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職

（
失
業
）さ
れ
る
と
、
市
町
村
役
場
で
国
民

年
金
の
加
入
手
続
を
行
い
、
月
額
１
５
，

１
０
０
円（
平
成
22
年
度
の
金
額
）の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、
退
職（
失
業
）し
た

年
度
と
翌
年
度
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
方
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で
は

審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得

を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の

写
し
を
添
付
し
て
、
町
役
場
住
民
課
国
民

年
金
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学

生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　
　

住
民
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
３
）
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７
月
７
日
、
江
ノ
口
児
童
館
で
町
教
育

委
員
会
、
町
児
童
館
主
催
の
乳
幼
児
い
き

い
き
子
育
て
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は「
み
ん
な
で
た
の
し
く
あ
そ

ぼ
う
」を
テ
ー
マ
に
リ
ズ
ム
遊
び
や
し
ゃ

ぼ
ん
玉
遊
び
、
水
鉄
砲
遊
び
な
ど
た
く
さ

ん
の
コ
ー
ナ
ー
遊
び
を
、
参
加
し
た
42
組

の
親
子
連
れ
ら
大
勢
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
い
き
い
き
子
育
て
教
室
は
、
主

に
７
月
と
２
月
の
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
、
板
野
交
通
安
全
母
の
会
の
藍

原
朱
実
会
長
か
ら
美
間
保
育
所
長
に
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
モ
デ

ル
保
育
所
の
看
板
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
交
通
法
で
は
、

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な
い
幼
児

（
６
歳
児
未
満
の
者
）を
乗
車
さ
せ
自
動
車

を
運
転
し
て
は
い
け
な
い

○
子
ど
も（
13
歳
未
満
の
児
童
・
幼
児
）を
保
護

す
る
責
任
あ
る
者
は
、
子
ど
も
に
自
転
車

を
運
転
さ
せ
る
時
、
ま
た
、
子
ど
も
を
同

乗
さ
せ
る
時
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

重
要
性
を
認
識
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
か

ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
10
日
、
町
親
子
会
連
合
会
主
催

の
藍
染
体
験
が
、「
藍
の
館
」で
催
さ
れ

１
２
５
人
の
親
子
連
れ
ら
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

阿
部
館
長
ら
の
指
導
の
も
と
、
タ
オ
ル

マ
フ
ラ
ー
を
思
い
思
い
に
染
め
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
初
め
て
藍

染
を
体
験
す
る
人
も
多
く
、
藍
色
に
染

ま
っ
た
タ
オ
ル
を
満
足
げ
に
眺
め
て
い

ま
し
た
。

　

藍
住
町
笠
木
の
第
２
消
防
署
建
て
替
え
の
た

め
の
起
工
式
が
７
月
23
日
、
同
消
防
署
敷
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

起
工
式
に
は
、
３
町
長（
松
茂
・
北
島
・
藍
住
）

を
は
じ
め
、
工
事
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し
、

神
事
で
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

旧
庁
舎
は
、
昭
和
46
年
度
に
藍
住
町

と
北
島
町
西
高
房
地
区
の
防
災
拠
点
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
建
物
が
狭

隘
で
施
設
機
能
も
老
朽
化
が
目
立
ち
、

耐
震
性
に
非
常
に
問
題
が
あ
る
た
め
新
し

い
庁
舎
の
建
設
が
切
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階

建
て
延
約
１
５
０
０
㎡
、
総
工
費
約
４
億

円
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
制
定

さ
れ
た
新
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
、
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
て
迅
速
、

的
確
に
対
応
で
き
る
防
災
拠
点
と
し
て
、

来
年
３
月
下
旬
に
完
成
予
定
で
す
。
新

庁
舎
が
完
成
す
る
ま
で
の
消
防
業
務
は
、

旧
大
塚
家
具
内
で
行
って
い
ま
す
。

板
野
東
部
消
防
組
合

（
☎
６
９
８
・
０
１
１
９
）

　

西
保
育
所
が「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
モ
デ
ル
保
育
所
」に
指
定
さ

れ
、
７
月
15
日
、
指
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
板
野
警
察
署
高
井
美
佐
夫
交
通
課

長
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
の
大
切
さ
に
つい
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
育
所
児
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け「
約
束

を
守
れ
る
人
」と
の
問
い
か
け
に
、
大
き
な
声
で

「
は
ー
い
」と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

乳幼児いきいき　　
　　子育て教室の開催

チャイルドシート・
ヘルメットの

着用モデル保育所

親子で藍染体験 第２消防署
改築工事の安全祈願
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国
土
交
通
省
の
Ｏ
Ｂ
で
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
防
災
に
関
す
る
各
種
指
導
を
行
っ
て

い
る「
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」の
山
本
邦

一
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
身
近
な
水
防
等

防
災
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク（
ひ
も
の
結
び
方
）や
土
の
う
の
作
り
方

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
豪
雨

や
台
風
な
ど
災
害
に
対
し
て
活
用
す
る
た

め
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総

務
課
ま
で（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　

７
月
30
日
、
町
民
シ
ア
タ
ー
で
藍
住
町
防

災
団
員
と
消
防
団
員
を
対
象
に「
水
防
講
習

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

を
迎
え
、
７
月
の
１
か
月
間
を
強
調
月
間

と
し
て
、
７
月
８
日
保
護
司
会
下
板
分
会

に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
」の
伝
達
式

が
、
藍
住
・
北
島
・
松
茂
の
３
町
で
行
わ
れ
、

関
係
者
の
方
々
が
来
庁
し
、
石
川

町
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
少
年
の
立
ち
直

り
に
つ
い
て
考
え
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
地
域
に
対
す
る
思
い
と
、
積
極
的

な
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

験
車
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
職
員
を
は

じ
め
、
来
庁
者
の
方
々
が
車
の
ブ
レ
ー

キ
を
踏
ん
だ
と
き
の
体
へ
の
衝
撃
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
普
段
か
ら
着
用
し

て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
エ
ア
ー

バ
ッ
ク
は
未
体
験
の
人
が
多
く
、
出
て

く
る
瞬
間
は
驚
い
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
し
て

い
な
い
と
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
な
い

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
23
日
、
板
野
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

総
会
に
合
わ
せ
て
、
庁
舎
前
駐
車
場
に
四
国
で

一
台
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
エ
ア
ー
バ
ッ
ク
の
体

約
３
７
０
人
が
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

堤
防
斜
面
や
川
岸
の
草
む
ら
に
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
容
器
な
ど
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

  

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
ア
ド
プ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
年
４
回
の
吉
野

川
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

＊
ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は「
養

子
縁
組
」と
言
う
意
味
が
あ
り
、
身
近

な
公
共
施
設
を
親
が
子
ど
も
を
大
切
に

育
て
る
よ
う
に
、
一
定
期
間
継
続
し

て
自
主
的
に
清
掃
等
の
活
動
を
行
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

河
川
愛
護
月
間（
７
月
）中
の
４
日
、
名
田
橋

下
流
域
の
河
川
敷
運
動
公
園
付
近
を
、
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
す
る
児
童
と
保
護
者

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、
す
べ
て
の

国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

今
年
は
、
第
60
回
目
と
い
う
大
き
な
節
目

水防に備えるための
　　　講習会を開催

立ち直りを支える
 地域のチカラを

シートベルト ・ 　　
エアーバックの体験

みんなの手で　　　
　きれいな河川敷に



No 797広報あいずみ ■ 6

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量
の
お
よ
そ
３

分
の
１
は
生
ご
み
で
す
。

　

町
で
は
、こ
の
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
と
処
理
容
器（
コ

ン
ポ
ス
ト
）の
購
入
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
夏
は
、
あ
な
た
の
ご
家
庭
で

も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
に
は
、

バ
イ
オ
式
と
乾
燥
式
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

●
バ
イ
オ
式
は
微
生
物
に
適
し
た
環
境
を

作
り
、
微
生
物
が
有
機
物
を
酸
化
分
解

し
て
堆
肥
を
作
り
ま
す
。
微
生
物
の
力

を
借
り
て
分
解
を
行
う
た
め
、
比
較
的

費
用
が
少
な
く
て
す
み
、
処
理
後
は
、

堆
肥
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
乾
燥
式
は
温
風
等
に
よ
る
加
熱
に
よ
っ

て
、
生
ご
み
中
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
、

生
ご
み
の
減
量
化
と
微
生
物
の
不
活
性

化
に
よ
る
衛
生
化
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

チ
ッ
プ
を
使
わ
な
い
た
め
比
較
的
コ
ン

パ
ク
ト
で
、
バ
イ
オ
式
に
比
べ
て
手
間

も
か
か
ら
な
い
上
、
時
間
も
短
時
間
で

処
理
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

●
生
ご
み
を
堆
肥
に
変
え
る
手
伝
い
を
す

る
容
器
で
す
が
、設
置
す
る
た
め
に
は
、

土
の
上
に
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

町
内
に
住
民
登
録
を
し
、
居
住
し
て

い
る
世
帯
主
の
方
。

補
助
金
額

　

購
入
金
額
の
２
分
の
１
。
た
だ
し
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
２
万
円
、
生

ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）は
４
千
円

が
限
度
額
。

補
助
基
数　
　

１
世
帯
に
つ
き
１
基
。

補
助
金
申
請
先

▼
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
購
入
予
定
店
の
見

積
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
生
活

環
境
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）の

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
直
接
、
郡
農
協
住
吉

支
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
!!

 
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
や
処
理
容
器
を
利
用
し
て

 
家
庭
の
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

－  
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す  

－

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
か
ら
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か
り
で

な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

　

お
心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
り
の
税
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

小
松
島
税
関
支
署

（
☎
０
８
８
５
・
３
２
・
０
３
２
６
）

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
取
り
扱
っ
て
い

る
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
ご
案
内
で
す
。

○
本
年
度
に
限
り
、
借
入
当
初
５
年
間
の
金

利
負
担
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
施
設
・
機
械
導
入
、
農
地
取
得
等
に
ご

利
用
可
能
。

○
融
資
の
際
に
は
、
審
査
が
あ
り
ま
す
。

　

庭
木
剪
定
等
に
よ
る
手
作
り
の
チ
ッ
プ

堆
肥
で
す
。

　

家
庭
菜
園（
花
壇
）等
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

と　

き　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
チ
ッ
プ
場

　
　
　
　
（
東
中
富
字
長
江
傍
示
13
）

※
袋
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
６
９
２
・
１
８
３
０
）

Ｎ

婦人服店

ユニクロ

県道松茂吉野線
テナント テナント

四国銀行

セブンライス

工業（株） 敷地団地

長江倉庫

チップ場

○
詳
し
く
は
公
庫
窓
口
ま
で
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

問 

〒
７
７
０

－０
８
５
６
徳
島
市
中
洲
町
１

－58

　
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

　
　

農
林
水
産
事
業（
☎
６
５
６・６
８
８
０
）

　
　

http://w
w

w
.afc.jfc.go.jp/

農
業
向
け
制
度
資
金
の
ご
案
内

無
料 

家
庭
菜
園
の
チ
ッ
プ
材
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地上デジタル放送の難視対策への経費助成

地上デジタル放送に関する相談会の開催！

助成制度の概要
　区域外（県外）地上アナログ放送が個別受信アンテナで受信できている地域で、地上デジタル放送が個別受信アンテ
ナで受信できない区域（地上デジタル放送難視地区対策計画に指定された区域）において、地上デジタル放送の受信を
目的としてケーブルテレビへ新たに加入される場合、加入経費（初期費用）の一部について国の助成制度を利用するこ
とができます。
　＊藍住町内は一部を除き、地上デジタル放送難視地区対策計画に指定されています。

助成対象となる方
　現在、地上アナログテレビ放送を個別受信アンテナにより受信している世帯であること。
　＊法人、事務所、別荘等の非居住の建物と集合住宅は対象外

助成の対象となる要件

▼国や自治体が策定・公表した難視地区対策計画に指定された区域内であること
　（藍住町内は一部を除き、指定されています。）

▼個別受信アンテナによる区域外の地上アナログ放送の受信実態があること

▼助成金交付決定後にケーブルテレビへの加入手続きを行うこと

▼ケーブルテレビへの加入経費（初期費用）が３万５千円を超えていること

▼過去に地上デジタルテレビ放送を視聴するための受信設備に関わる国の経費支援を受けていないこと

助　成　額
　ケーブルテレビへの加入経費（初期費用）から３万５千円を差し引いた額（ただし助成額は３万円を上限とする）
　＊加入経費（初期費用）とは、引き込み工事費、契約料等地デジ対応に不可欠な経費をいいます。
　＊同一建屋の対策に対して１回限りとし、申請者が指定する口座に振り込みます。
　＊ケーブルテレビ加入後に発生する月々の視聴料は対象外

＊ＮＨＫ受信料全額免除世帯（申請により全額免除となる世帯を含みます。）は、受信機器購入等支援事業の対象となるため、
本支援は受けられません。詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施センター（☎0570・033840）にお問い合わせください。

区域外（県外）放送が個別受信アンテナで見られなくなった方で
ケーブルテレビへのご加入をご検討される皆さんへ

　来年７月24日にアナログ放送は終了し、地上デジタル放送に完全移行します。
　VHFアンテナでご覧の方は地デジ対応アンテナへの交換か、ケーブルテレビへの加入などの対応が必要と
なります。
　また、引き続きアナログテレビでご覧になる場合は地デジチューナーの準備が必要となります。そこで、総
務省徳島県テレビ受信者支援センター（デジサポ徳島）では、藍住町役場で地デジに関する相談会を開催します。
　地デジの準備がお済でない方、地デジについてもっとお知りになりたい方は、この機会に是非ご相談にお越
しください。
　助成条件、助成対象、助成額、受付期間等、詳しくは、次の連絡先までお問い合わせください。
　デジサポ徳島（☎ ５７０・０７４・００７）　エーアイテレビ（☎０１２０・４０・８２２３）　役場企画政策課（☎６３７・３１２４）
※受信障害施設又は集合住宅の共同アンテナで区域外放送（アナログ）を受信している方がデジタル化対策（ケー
ブルテレビ加入又は設備改修）を行う場合も国の支援（条件あり）があります。

開催日　８月23日（月）～27日（金）（５日間）
時　間　午前１０時～午後４時　　
場　所　藍住町役場　１Fロビー

問  総務省徳島県テレビ受信者支援センター  （デジサポ徳島）（☎ ６０３・０２００）

相
談
会 

開
催
日
程
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　６月11日、町民シ
アター(役場４階)で、
人権教育講演会が開
催され、フジテレビ
プロデューサーの栗
原美和子さんによる
「差別のない社会をめ
ざして『太郎が恋をす

る頃までには・・・』」と題した、講演がありました。
　栗原さんは、1987年にフジテレビに入社。辣腕プロ
デューサーとして「ピュア」「バージンロード」「ムコ
殿」など数々のヒットドラマの制作にかかわるととも
に、脚本・小説・エッセイ等の執筆活動も精力的に行っ
ています。
　栗原さんがドラマを制作、発信する上で考えてき
たことは、世の中で弱者と呼ばれている人や、未解
決の問題を取り上げるということです。今までに、
知的障がいのある人や在日韓国人問題などのドラマ
を制作してきました。そんな番組の制作中に猿まわ
し芸人の村﨑太郎さんと出会い、電撃結婚をします。
村﨑さんは被差別部落の出身で、小さい頃から部落
差別の厳しさを感じ育ってきました。東京に出てき
てからは、被差別部落出身であることは口外せず、
猿まわし芸人として一躍脚光をあびます。
　そんな村﨑さんと栗原さんが結婚することによっ
て、二人で何かしたい、今できることをやりたいと
いう強い思いから、二人の経験をもとに、部落問題
を真正面から描いた私小説『太郎が恋をする頃までに
は・・・』を発表します。このことにより、村﨑さん
の出自が明らかになりますが、部落問題について多
くの人が考え、社会が動くという最初の期待は裏切
られることになります。人間不信に陥った村﨑さん。

「自分はこんなに祖国日本を愛しているのに、日本の
国(人)からは受け入れてもらえない。」…
　また、村﨑さんの出自を両親に告げていなかった
栗原さんに、自身母親から想像以上の厳しいという
よりは醜い言葉が投げかけられます。「部落出身とい
うことが、今のこの21世紀の世の中で、この平成の
時代に親子の縁を切ることに値するのであろうか…」
栗原さんは悩まれます。
　けれども、二人は「いつまでも、嘆き悲しむのはや
めよう。前向きに考えよう。」と地道に活動を続けま
した。
　その結果、マスメディアではタブーとされてきた
部落問題を取り扱った、村﨑太郎さんの半生がＮＨ
Ｋで放送されることになります。家でその放送を見
守っていた栗原さんに、放送終了と同時に電話がか
かってきました。「あなたは、とても素敵な人と結婚
したわね。太郎さんの生き方を誇りに思います。」と、
それは、「親子の縁を切る」とまで言ったお母さんから
でした。栗原さんはこのとき「人の心は変えられるん
だ。動かせるんだ。」と強く思ったそうです。
　今もお二人は、それぞれの道で、一人でも多くの
人の心を動かしたいと活動しています。
　つい先日、村﨑太郎＋栗原美和子のお二人で「橋は
かかる」の本を出版されました。二人の間にもなかな
か橋はかからなかった。３年かけてやっとかかった
橋。二人は、小さな存在だけれども、きっと日本を
変えられる。ことを信じて・・・。
　何事も行動に移さなければ前へは進めません。私
たちも、日本の社会を変えられる存在のひとりにな
りたいと思いませんか。

町人権教育推進協議会運営部会　樫原洋子

「人の心は変えられる」「人の心は動かせる」
〜 町人権教育講演会に参加して 〜

藍住町スローガン
守れ人権　許すな差別

友達の　いつもの笑顔に　あいたいな	 ６年　大寺　　航
ふやそう笑顔　なくそう涙	 ６年　佐々木麻那
笑いあう　仲間がいるから　がんばれる	 ６年　田中　侑希
つくろうよ　みんな笑顔の　世の中を	 ６年　藤田　直也
かけがえのない　大切な命　失わないで	 ６年　林　　優里
増やそう笑顔　なくそういじめ　自分の言葉が　心を変える
	 ６年　与島　孝太

藍住南小学校児童作品人権標語
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第20回藍住町
平和のつどい

情情報報 NNOOWW
町の掲示板

第
35
回 

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
　
　
時　

９
月
５
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
小
雨
決
行

　
【
雨
天
中
止
の
場
合
９
月
12
日（
日
）に
順
延
】

場
　
　
所　

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

申
込
期
間　

８
月
25
日（
水
）

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

30
歳
代
か
ら
は
じ
め
る

　
　

生
活
習
慣
病
予
防
！

　

生
活
習
慣
病
の
も
と
に
な
る
原
因
を
予
防

し
改
善
を
す
る
こ
と
で
、
健
康
的
な
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

９
月
～
平
成
23
年
３
月
の
月
・

　

水
・
金
の
う
ち
月
１
回
３
か
月
間
継
続
し

　

て
実
施 

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
要
予
約
）

場
　
　
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
（
30
歳
代
の
方
）

内
　
　
容　

管
理
栄
養
士
・
保
健
師
に
よ
る
個

　

人
に
あ
っ
た
生
活
改
善
予
防
の
個
別
相
談

参
加
費　

無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
期
日　

 

12
月
24
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

健
康
づ
く
り
講
習
会

　

保
健
栄
養
推
進
員
が
次
の
と
お
り
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
東
中
富
地
区
】

「
親
子
で
楽
し
い
お
や
つ
づ
く
り
」

日
　
　
時　

８
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
　
　
所　

東
中
富
老
人
憩
の
家

対
　
　
象　

東
中
富
地
区
に
お
住
ま
い
の

　
　
　
　
　

小
学
生
と
保
護
者

内

容　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

調
理
実
習

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

　
　
　
　
　

タ
オ
ル
、
お
茶

参
加
費　

無
料

定
　
　
員　

10
組（
申
込
順
）

【
富
吉
地
区
】

「
子
ど
も
の
お
や
つ
と
話
の
試
食
」

日
　
　
時　

８
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

場
　
　
所　

富
吉
老
人
憩
の
家

対
　
　
象　

町
内
に
、
お
住
ま
い
の
幼
児
と

　
　
　
　
　

保
護
者

内

容　

子
ど
も
の
お
や
つ
の
話

　
　
　
　
　

手
作
り
お
や
つ
の
試
食

参
加
費　

無
料

定
　
　
員　

20
組（
申
込
順
）

申
込
期
間　

８
月
17
日
、
18
日　

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

男
性
料
理
教
室
（
申
込
17
日
か
ら
）

日
　
　
時　

８
月
31
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
　
　
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

対
　
　
象　

男
性

内

容　

パ
エ
リ
ア 

他

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

定
　
　
員　

20
人（
申
込
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
期
間　

８
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で

主

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

 （
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

“
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
”

日
　
　
時　

８
月
23
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
　
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ラ
ー
ジ
ボ

　

ー
ル
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド

参
加
費　

無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

　

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

主

催　

体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７
・３
１
２
８
）　

日
　
時　

８
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

１
回
目　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

２
回
目　

午
後
２
時
～

場
　
所　

町
民
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
（
役
場
４
階
）

　
　
　
　
※
入
場
無
料

募　
　

集
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藍
住
歩
こ
う
会
「
歴
史
散
歩
〜

咳
止
大
明
神
〜
桜
づ
つ
み
公
園
へ
〜
」

　

咳せ
き
ど
め止

大
明
神
・
延
命
地

蔵
・
東
光
寺
・
桜
づ
つ
み
公

園
を
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
約
７
ｋ
ｍ
。

日
　
　
時　

８
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

　
　
　
　
　

10
時
出
発

集
合
場
所　

緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

大
麻
山
も
暑
い
夏
も

　
ひ
ょ
い
と
乗
り
越
え
て

　
　
　
　
　
い
き
ま
し
ょ
う
♪

日
　
　
時　

８
月
29
日（
日
）午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ

　

ク
ラ
ブ
会

　

員
は
無
料

※
昼
食
・
コ

　

ッ
プ
を
ご

　

用
意
く
だ

　

さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

　

８
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。　

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

在
宅
介
護
者
の
会

　
　
「
健
康
食
講
習
会
」
開
催

　

日
ご
ろ
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
の

交
流
を
か
ね
て
、
簡
単

に
作
れ
る
バ
ラ
ン
ス
の

い
い
食
事
に
つ
い
て
楽

し
く
学
び
ま
す
。

※
在
宅
介
護
者
以
外
の

　

方
で
も
、
健
康
食
に

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

日
　
　
時　

９
月
３
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
９
時
30
分
〜

場
　
　
所　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

参
加
費　

無
料

申
・
問 

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
６
９
２
・
９
９
５
１
）

第
２
回 

藍
住
町
人
権
講
座

日
　
　
時　

９
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
　
　
所　

町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

受
講
料　

無
料

対
象
者　

町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

講

師　

猪
子　

和
幸
さ
ん

＊
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

高
等
学
校
教

員
を
退
職
後

「
働
く
こ
と
を

通
し
て
自
己
実

現
を
図
り
、
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
」が
、
す
べ
て
の
人
の

権
利
で
あ
り
義
務
で
あ
る
と
考
え
、
心
身
の

障
害
、
難
病
、
高
齢
な
ど
の
た
め
に
、
社
会
・

職
業
生
活
の
中
で
、
弱
者
の
立
場
に
あ
る
人

の
自
立
を
め
ざ
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

演

題　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
の
社
会
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　

と
就
業
を
目
指
し
て
」

申
込
方
法　

今
回
の
み
の
参
加
も
歓
迎
し

　

ま
す
。

　

講
座
の
前
日
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主

催　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　

町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会（

☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

募集項目 資格 受付期間 試験日 その他

自衛官候補生

( 任期制自衛官 )

男　子

１８歳以上２７歳未満

年間を通じて

行っています。

９月19日〜21日

（指定する１日）

1 試験会場＆試験費用

　　⑴場　 所 ： 松茂町の自衛隊基地

　　⑵試験費 ： 無料

２ 初給与：約 16 万円〜（+ 各種手当）

３ ボーナス ： ４. ３ヶ月／年

４ 休み等 ： 土日祝祭日を基本他に
　　お盆 ・ お正月等の有給休暇

５ 勤務地 ： 松茂町 ・ 小松島市 他

６ 待　 遇 ： 公務員

女　子 ８月１日〜９月10日 ９月 28 日

一般曹候補生 １８歳以上２７歳未満 ８月１日〜９月10日 1次／９月18 日

航空学生 ( パイロット候補生 ) 高卒 （見込含） 21 歳未満 ８月１日〜９月10日 1次／９月23 日

自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内

問   鳴門地域事務所（☎685・5306）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊年齢は23年４月１日現在

大麻山登山教室（１月）の様子

猪子　和幸さん
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皆
さ
ん
、
法
務
局
の
人
権
相
談
を
ご
存
じ

で
す
か
。

　

高
齢
者
が
介
護
の
際
に
虐
待
を
受
け
た

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
就
職
や
職
場
で
不

利
な
扱
い
を
受
け
た
な
ど
、
高
齢
の
方
・
障

が
い
の
あ
る
方
の
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
徳
島
地
方
法
務
局
と
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月
６
日（
月
）か

ら
12
日（
日
）ま
で
の
７
日
間
を
全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
と
し
て
、
平
日
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
土
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
特
別
に
電
話
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

電
話
番
号
は
、「
０
８
８・６
２
２・４
８
９
４
」

で
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

東
吾
妻
町
・
藍
住
町
・
愛
荘
町

３
町
合
同
企
画
展

「
麻
・
藍
・
布
」
開
催
中

　

幻
の
麻
布「
高
宮
布
」を
現
代
の
技
術
で
復
元

し
た「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
布
」や
、
金
色
に
輝

く
精
錬
し
た
岩
島
麻
、
そ
の
岩
島
麻
を
手
績
み

し
て
手
織
り
し
た「
奈
良
晒
」、
さ
ら
に
藍
染
め

し
た
奈
良
晒
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
製
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

日

時　

９
月
20
日（
月
）ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
（
火
曜
休
館
）

場

所　

町
歴
史
館「
藍
の
館
」

 

※
９
月
18
日（
土
）～
９
月
20
日（
月
）の
期
間

　

は
麻
挽
き
や
機
織
り
、
紅
花
染
め
の
体
験

　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

 日 月 火 水 木 金 土

15 16 17
一般
相談

18 19 20
税金
相談

21

22 23 24 25 26
法律
相談

27 28

29 30 31

 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6
行政
相談

7
一般
相談

8 9
法律
相談

10 11

12 13
人権
相談

14 15 16 17
税金
相談

18

19 20 21
一般
相談

22 23 24 25

26
休日
相談

27 28 29 30

【
８
月
・
９
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ
】

心配ごと相談所カレンダー
8月

9月

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。
●場所／福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜日～金票日/午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・
　勝瑞の各児童館」
●保健相談（毎週月曜日/午後）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●年金相談（随時受付）…「住民課」
●時間／人権、行政相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎692・6222）

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

お
は
な
し
会

と
　
き　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

と
　
き　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
　
　
　

８
月
25
日（
水
）・
９
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

井
隈
読
書
会

と
　
き　

毎
月
第
１
木
曜
日

　
　
　
　

９
月
２
日　

午
前
10
時
か
ら

〈
９
月
の
課
題
図
書
〉

「
ぼ
く
は
こ
ん
な
本
を
読
ん
で
き
た
」立
花　

隆

●
休
館
日 

▼
毎
週
月
曜
日

問 

図
書
館（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

相　
　

談

催
し
物
・
そ
の
他

夏休みお楽しみ会で、とらまる人形劇による
「カミナリさまのおしごと」の上演　　　　　
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キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in

　
　
　
　
　

あ
い
ず
み

　

先
日
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体
験
会
で
作
っ

た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
も
と
に
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
in
あ
い
ず
み
を
開
催
し
ま
す
。
キ
ャ
ン

ド
ル
に
照
ら
さ
れ
た
幻
想
的
な
夜
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時　

８
月
16
日（
月
）午
後
７
時
か
ら

場
　
　
所　

ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園

　
　
　
　
　
（
町
商
工
会
南
隣
）

内
　
　
容　

▼
フ
ル
ー
ト
＆
キ
ー
ボ
ー
ド

　

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

１
回
目　

午
後
７
時
30
分
～
８
時

　

２
回
目　

午
後
８
時
30
分
～
９
時

▼
町
新
作
物
研
究
会
に
よ
る
特
産
品
の
販
売

＊
お
み
や
げ
も
あ
り
ま
す
。（
数
限
定
）

問 

町
商
工
会　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド

　

Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ（
☎
６
９
２
・
２
８
１
６
）

西
小
学
校

　
　
　

藍
の
作
品
展
開
催
中

　

藍
住
西
小
学
校
児
童
の
藍
染
作
品
展
が
、

８
月
20
日（
金
）午

後
３
時
ま
で
、
役

場
１
階
の
町
民
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

  

同
校
で
は
、
藍

の
栽
培
か
ら
始
ま

り
、
藍
立
て
を
し

て
染
め
る
ま
で
の

全
課
程
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

作
品
は
、
各
学

年
で
テ
ー
マ
を
決

め
、
全
児
童
が
参

加
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
力

作
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

東
吾
妻
町
・
藍
住
町
・
愛
荘
町

３
町
合
同
企
画
展

           

「
麻
・
藍
・
布
」

と
　
き　

９
月
20
日（
月
）ま
で
展
示

●
９
月
18
日（
土
）～
９
月
20
日（
月
）の
期
間

　

は
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

　
（
関
連
情
報
＝
P
11
参
照
）　

藍
染
作
品
の
展
示
即
売

と
　
き　

８
月
30
日（
月
）ま
で

場
　
所　

藍
の
館　

展
示
場

　

天
然
藍
を
使
っ
た
靴
下
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
の

れ
ん
な
ど
の
藍
染
製
品
、
滋
賀
麻
の
傘
な
ど

多
数
展
示
即
売
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
谷
焼
展
示
販
売

と
　
き　

９
月
２
日（
木
）～
９
月
29
日（
水
）

場
　
所　

藍
の
館　

展
示
場

　

大
谷
焼
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
み
に
幾
多

の
変
遷
を
た
ど
り
、２
０
０
３
年
９
月
、国（
経

済
産
業
省
）の
伝
統
的
工
芸
品
指
定
を
受
け
、

新
た
な
歴
史
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

藍
が
め
な
ど
の
大
物
陶
器
が
有
名
で
す

が
、
土
味
を
生
か
し
た
素
朴
な
味
わ
い
の
家

庭
用
雑
器
も
豊
富
で
す
。

国
登
録
有
形
文
化
財
の
登
窯
の
中
で
水
琴
窟

の
音
色
が
聴
け
る
窯
元
で
す
。

▼
第
１
日
曜
日（
５
日
）　

琵
琶
演
奏
体
験　

▼
第
１
月
曜
日（
６
日
）　

ぞ
め
き
演
奏　
　

▼
第
２
日
曜
日（
12
日
）　

尺
八
演
奏　
　
　

▼
第
３
日
曜
日（
19
日
）　

琴
演
奏
体
験
学
習

▼
第
４
日
曜
日（
26
日
）　

三
味
線
合
奏
会　

問 

藍
の
館 

（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

●ホームゲームご案内
　８月22日（日）18：30〜
　　　　　   VSギラヴァンツ北九州
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ 
ＶＯＲＴＩＳ

スタジアムに行こう! !  

勝
瑞
学
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　

第
２
回
講
座

テ
ー
マ　
「
国
内
支
配
と
守
護
町
・
城
下
町
」

日

時　

９
月
11
日
（
土
）

場

所　

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

日

程　

午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付　

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
ご
ろ
終
了
予
定

講
演
１
「（
仮
題
）
国
内
拠
点
の
変
遷
か
ら
見

　

た
勝
瑞
」

　
〔
講
師
〕
市
村
高
男
氏
（
高
知
大
学
教
授
）

講
演
２
「（
仮
題
）
発
掘
調
査
か
ら
見
る
宗
隣

　

の
町
・
豊
後
府
内
」

　
〔
講
師
〕坪
根
伸
也
氏（
大
分
市
教
育
委
員
会
）

講
演
３
「（
仮
題
）
守
護
町
勝
瑞
か
ら
徳
島
城

　

下
町
の
形
成
へ
」

　
〔
講
師
〕
根
津
寿
夫
氏
（
徳
島
市
立
徳
島
城

　

博
物
館
）

主

催　

県
教
育
委
員
会

共

催　

町
教
育
委
員
会

問 

県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
☎
６
２
１
・
３
１
６
４
）

　
　

町
教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

※
第
３
回
目
講
座
：
12
月
11
日（
土
）、
第
４   

　

回
目
講
座（
勝
瑞
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）：
３

　

月
12
日（
土
）に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
等
に
置
い
て
あ

　

る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
守
護
町
勝
瑞
遺
跡
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

15.ocn.ne.

　

jp/~shouzui/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

８月16日 月 午前９時30分〜11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月18日 水 午後１時30分〜３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月20日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月23日 月 午前９時30分〜11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

８月23日 月 午後１時30分〜３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月１日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月６日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

９月７日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月13日 月 午前９時30分〜11時 住吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

（氏 名） （年 齢） （住  所）

日下　博志 58歳 徳命字名田

前田カヅヱ 90歳 富吉字下新田

露岡　博昭 67歳 富吉字豊吉

谷田　　昇 88歳 徳命字名田

木村　節子 88歳 住吉字神蔵

前田　　秀 84歳 富吉字地神

　野　博司 79歳 矢上字西

地域の子どもは、
　　　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん 7月7月こんにちは赤ちゃん
（住  所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

丹崎　　亜夢 （あ　む）　 女  　清　仁 ・ 　舞　　　徳命字元村
大野　　海莉 （かいり）　 女  　勝　弘 ・ 靖　子　　徳命字小塚東
萩　　　智紀 （ともき）　 男  　彰　文 ・ 美恵子　　富吉字穂実
江西　　実優 （み　ゆ）　 女  　謙太郎 ・ 智　世　　富吉字豊吉
南　　　遥仁 （はるひと）　 男  　純　也 ・ 沙　織　　笠木字東野
日野　　未羽 （み　う）　 女  　祥　和 ・ 　香　　　奥野字猪熊
京野　　楓菜 （ふうな）　 女  　優　一 ・ 志　穂　　矢上字北分
小原　吏絵良 （りえら）　 女  　　茂　 ・ 里　佳　　奥野字山畑
漆原　　　歩 （あゆむ）　 男  　　弘　 ・ 幸　恵　　徳命字名田
上野　　詩月 （しづき）　 女  　謙　一 ・ 夕　子　　勝瑞字成長
瀬川　　真心 （ま　こ）　 女  　靖　史 ・ 鮎　美　　乙瀬字出来地
高木　　綾菜 （あやな）　 女  　豊　彦 ・ 恵実子　　徳命字元村
亀井　ひなた （ひなた）　 女  　　誠　 ・ 志　保　　矢上字原
本山　　姫嘉 （ひめか）　 女  　雄　二 ・ 沙　織　　勝瑞字正喜地
大西　　裕真 （ゆうま）　 男  　正　裕 ・ 麻理子　　笠木字東野
藤井　　亮輝 （りょうき）　 男  　琢　也 ・ 優　子　　奥野字乾
勝岐　　七海 （ななみ）　 女  　誠　司 ・ 由香里　　勝瑞
前田　　恵佑 （けいすけ）　 男  　直　樹 ・ 絹　恵　　勝瑞字成長
多田　心結花 （みゆか）　 女  　直　樹 ・ 恵　子　　笠木字西野
濱　　　凰太 （おうた）　 男  　健一郎 ・ 真祐美　　奥野字乾
片山　　結菜 （ゆ　な）　 女  　恵　介 ・ 貴　子　　徳命字元村
山下　　永遠 （と　わ）　 男  　英　知 ・ 　愛　　　富吉字岸ノ下
佐藤　　悠真 （ゆうま）　 男  　健　一 ・ 典　子　　奥野字乾
武市　　風雅 （ふうが）　 男  　誠　二 ・ めぐみ　　勝瑞字西勝地
武市　琉星斗 （るいと）　 男  　将　人 ・ 遥　香　　奥野字矢上前
新居　　瑞樹 （みずき）　 男  　孝　文 ・ 和　代　　住吉字若宮
三好　　夏央 （か　お）　 女  　洋　司 ・ 裕　子　　勝瑞字新田
西岡　　壮稀 （そうき）　 男  　崇　夫 ・ 紗　智　　富吉字穂実

朝
早
く
藍
を
刈
り
お
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
シ
ル
ク
の
バ
ン
ダ
ナ
生
葉
で
染
め
ん

岡
田　

博
子

む
し
暑
き
夕
べ
咲
き
た
る
風
蘭
の
香
に
つ
つ
ま
れ
て
水
や
り
を
せ
り木

元　

由
美

西
瓜
の
種
子
つ
な
げ
編
み
に
し
掛
け
カ
バ
ン
雨
に
ぬ
れ
れ
ば
芽
吹
き
て
く
る
や

福
井
美
代
子

緋
の
カ
ン
ナ
ま
だ
ま
だ
憎
い
季
の
め
ぐ
る
夏
あ
る
限
り
忘
れ
ぬ
戦

山
本　

藍
香

山
と
積
む
経
験
不
要
三
分
で
出
来
る
料
理
を
合
理
化
と
い
う　

 

青
木
み
ど
り

流
さ
れ
て
海
に
出
で
た
る
笹
舟
よ
焦
る
な
空
も
海
も
果
て
な
し　
大
塚　
　

容

キ
ッ
チ
ン
に
出
勤
の
車
の
音
を
聞
く
戦
線
離
脱
の
兵
士
の
ご
と
く

四
宮　

千
代

し
み
じ
み
と
降
る
雨
音
を
聞
き
い
つ
つ
言
え
な
か
っ
た
言
葉
を
お
も
う

山
本
枝
里
子

藍  住  歌  壇

歯奥
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

８:45～12:00

14:30～18:30

予約専用電話 088-683-3381（ミミハイチバン）８月/11日㈬・12日㈭・13日㈮・14日㈯・15日㈰
お盆休みで、休診させていただきます。

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

特定健診・町がん検診・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

生命保険・損害保険・無料相談

株式会社 藍住町住吉字神蔵 46-2
http://www.ask-hoken.com
10:00～18:00 休日・夜間の時間帯のご予約可（088）678‒6502

A S K
等々…何でもお気軽にご相談下さい

学資保険個人年金

入院費用自動車保険

名田橋 四国三郎橋

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●

ASK

●
ケーズデンキ

先進医療

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

残
そ
う
町
の
口
碑
・
伝
承

　

町
に
は
、
多
く
の
口
碑
・
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
正
法
寺
の
鬼
子
母
神
堂

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

正
法
寺
の
鬼
子
母
神
堂
は
、
矢
上
の
鬼
子

母
神
さ
ん
と
し
て
霊
験
あ
ら
た
か
な
子
授
け

の
神
様
と
し
て
今
で
も
お
参
り
す
る
人
が
絶

え
ま
せ
ん
。
鬼
子
母
神
堂
に
は
、
法
華
経
陀

羅
尼
品
に
登
場
す
る
10
人
の
女
性
の
鬼
神
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
堂
内
に
、
子
宝
や
子
ど

も
の
安
全
、
息
災
を
願
っ
た
人
た
ち
が
奉
納

し
た
着
物
が
小
さ
な
着
物
が
数
多
く
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

鬼
子
母
は
、
イ
ン
ド
の
鬼
神
の
娘
で
、
結

婚
し
て
５
百
～
千
人
の
子
供
を
産
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
性
質
が
邪
悪
で
手
当
た
り
次

第
に
他
人
の
子
を
取
っ
て
食
べ
る
の
で
、
釈

迦
は
こ
ら
し
め
る
た
め
に
鬼
子
母
の
末
っ
子

の
ピ
ヤ
ン
カ
ラ
を
隠
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

鬼
子
母
は
大
い
に
嘆
き
悲
し
ん
で
愛
児
の
行

方
を
尋
ね
釈
迦
の
も
と
へ
や
っ
て
来
ま
し

た
。
釈
迦
は
彼
女
を
戒
め
て「
５
百
人
の
中

の
た
っ
た
１
人
の
子
ど
も
を
失
っ
た
だ
け

で
、
そ
の
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
が
、
ま
し

て
他
人
が
大
切
な
子
を
殺
さ
れ
た
と
き
の
親

の
胸
中
は
ど
う
か
。」と
諭
し
た
と
こ
ろ
、
彼

女
は
自
分
の
非
行
を
悔
い
、
二
度
と
人
の
子

を
殺
さ
ぬ
こ
と
を
誓
っ
て
ピ
ヤ
ン
カ
ラ
を
返

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は
人
の
子

を
食
べ
る
の
を
や
め
、
人
間
の
味
が
す
る
と

い
う
ザ
ク
ロ
を
食
べ
る
こ
と
と
し
、
釈
迦
に

帰
依
し
て
か
ら
は
、
子
ど
も
の
安
産
の
守
護

神
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

  　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ
て

い
る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

連 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 正法寺 鬼子母神堂西保育所前のひまわり畑
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